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Sernal Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	EIF2Aは、ピューロマイシン感受性80S前開始複合体の形成を触媒する65kDのタンパク質である。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	MCF-7 (1)、PC-12 (2)、HepG2 (3)、Hela (4)、Cos7 (5)、K562 (6)、Jurkat (7)、A431 (8)およびNIH/3T3 (9)細胞溶解物に対するEIF2AマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	EIF2AマウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	EIF2A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	EIF2A マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。

